
桓
武
天
皇
の
後
宮

岩

下

紀

之

１

桓
武
天
皇
は
歴
代
の
う
ち
で
も
顕
著
な
業
績
を
挙
げ
た
天
皇
で
あ
る
。
﹃
日
本
後
紀
﹄︵
以
後
﹃
後
紀
﹄
︶
は
大
同
元
年
四
月
庚
子
条
に
そ
の
治

世
を
振
り
返
っ
て
、

自
登
宸
極
、
勵
心
政
治
、
内
事
興
作
、
外
攘
夷
狄
、
雖
当
年
費
、
後
世
頼
焉
。

と
い
う
が
、
内
に
お
け
る
興
作
は
平
安
京
造
営
で
あ
り
、
攘
夷
は
東
北
地
方
の
経
略
で
あ
る
か
ら
、
日
本
国
家
千
年
の
礎
は
こ
の
帝
に
よ
っ
て

築
か
れ
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
即
位
式
に
あ
た
っ
て
読
み
上
げ
ら
れ
た
宣
命
は
、
明
治
天
皇
即
位
ま
で
使
用
さ
れ
続
け
た
の
で
あ
り
、
こ
こ
に

も
千
年
に
わ
た
る
影
響
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

桓
武
と
い
う

号
は
﹃
詩

周
頌

桓
﹄
に
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桓
桓
武
王

保
有
厥
士

と
あ
る
の
に
基
く
で
あ
ろ
う
か
ら
、
平
安
初
期
の
貴
族
は
天
皇
と
周
の
武
王
を
重
ね
合
せ
て
見
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

２

こ
の
偉
大
な
天
皇
の
後
宮
を
瞥
見
し
て
、
治
世
の
一
面
を
窺
っ
て
み
た
い
。

天
皇
の
治
世
は
﹃
続
日
本
紀
﹄︵
以
後
﹃
続
紀
﹄
︶﹃
後
紀
﹄
に
明
ら
か
で
あ
る
が
、
両
者
は
男
性
中
心
の
、
五
位
以
上
の
貴
族
の
動
静
を
記
し

て
い
る
の
で
、
皇
妃
の
類
は
あ
ま
り
明
確
で
な
く
、
特
に
﹃
後
紀
﹄
は
か
な
り
の
部
分
を
失
っ
て
い
る
。
﹃
一
代
要
記
﹄︵
以
後
﹃
要
記
﹄
︶
と
﹃
本

朝
皇
胤
紹
運
録
﹄
︵
以
後
﹃
紹
運
録
﹄
︶
は
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
桓
武
の
妻
た
ち
、
親
王
た
ち
を
記
し
て
い
る
。
成
立
時
は
中
世
に
下
る
に
し
て

も
、
近
代
歴
史
学
の
産
物
た
る
﹃
皇
族
考
證
﹄﹃
天
皇
皇
族
実
録
﹄︵
以
後
﹃
実
録
﹄
︶
は
両
書
を
存
分
に
活
用
し
て
い
る
。
こ
の
件
に
つ
き
佐
藤

虎
雄
氏
は
﹁
桓
武
朝
の
皇
親
を
め
ぐ
り
て
﹂
︵
﹃
桓
武
朝
の
諸
問
題
﹄
所
収
。
昭
和
三
十
七
年
︶
に
詳
細
な
究
明
を
さ
れ
た
が
、
史
料
と
し
て
は

以
上
の
他
は
な
か
な
か
求
め
え
な
い
。
何
分
千
年
以
前
の
こ
と
と
て
、
や
む
を
得
な
い
。
﹃
要
記
﹄
は
各
天
皇
の
条
に
後
宮
と
明
記
し
、
必
要
に

応
じ
て
注
記
を
ほ
ど
こ
す
。
こ
こ
に
桓
武
の
後
宮
の
部
分
を
引
用
し
て
み
よ
う
。

後
宮

皇
大
夫
人
正
一
位
高
野
朝
臣
新
笠

皇
后
藤
乙
牟
漏

妃
三
品
酒
人
内
親
王

夫
人
正
三
位
藤
曹
司
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夫
人
従
三
位
藤
吉
子

夫
人
従
三
位
藤
旅
子

夫
人
従
三
位
多
治
比
真
人
真
宗

夫
人
藤
朝
臣
小
屎

女
御
従
三
位
橘
御
井
子

女
御
正
四
位
下
藤
仲
子

女
御
従
四
位
下
紀
朝
臣
乙
魚

女
御
従
四
位
下
百
済
王
教
法

女
御
橘
田
村
子

尚
侍
従
三
位
百
能

尚
侍
従
三
位
阿
倍
朝
臣
古
美
奈

尚
侍
従
三
位
兼
尚
膳
百
済
王
明
信

以
上
十
五
名
の
う
ち
、
高
野
新
笠
は
桓
武
の
生
母
で
あ
り
、
藤
原
曹
司
は
﹃
尊
卑
分
脈
﹄
に
﹁
光
仁
納
之
﹂
と
あ
り
、
こ
の
二
人
は
光
仁
天
皇

崩
御
後
も
後
宮
に
と
ど
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

藤
原
曹
司
は
左
大
臣
永
手
女
で
、
﹃
続
紀
﹄
に
は
以
下
の
よ
う
に
記
述
が
あ
る
。

宝
亀
三
年
正
月
庚
寅

授
无
位
藤
原
朝
臣
曹
子
正
四
位
上

宝
亀
八
年
正
月
癸
亥

正
四
位
上
藤
原
朝
臣
曹
子
従
三
位

宝
亀
八
年
八
月
己
丑

従
三
位
藤
原
朝
臣
曹
司
為
夫
人

延
暦
二
年
二
月
壬
子
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従
三
位
藤
原
朝
臣
曹
子
。
无
位
藤
原
朝
臣
乙
牟
漏
並
正
三
位

こ
の
よ
う
に
無
位
か
ら
の
叙
位
は
、
後
宮
に
宮
人
と
し
て
仕
え
、
年
功
に
よ
っ
て
の
も
の
で
は
な
く
、
寵
幸
さ
れ
た
結
果
と
し
て
の
位
で
あ
ろ

う
。
﹃
要
記
﹄
の
注
記
に
よ
れ
ば
延
暦
十
二
年
に
三
十
六
歳
で
薨
じ
て
い
る
の
で
、
宝
亀
三
年
は
十
五
歳
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
曹
子
は
所
生

の
親
王
が
な
い
の
で
、
﹃
紹
運
録
﹄
に
は
名
が
見
え
な
い
。

桓
武
の
皇
妃
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
る
と
、
皇
后
乙
牟
漏
、
夫
人
吉
子
、
旅
子
の
叙
位
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
﹃
続
紀
﹄

に
よ
る
。

延
暦
二
年
二
月
壬
子

従
三
位
藤
原
朝
臣
曹
子
。
无
位
藤
原
朝
臣
乙
牟
漏
並
正
三
位
。
无
位
藤
原
朝
臣
吉
子
従
三
位

同
月
甲
寅

正
三
位
藤
原
朝
臣
乙
牟
漏
。
従
三
位
藤
原
朝
臣
吉
子
並
為
夫
人

同
年
四
月
甲
子

詔
。
立
正
三
位
藤
原
夫
人
為
皇
后

延
暦
四
年
十
一
月
丙
辰

授
无
位
藤
原
朝
臣
旅
子
従
三
位

同
五
年
正
月
戊
申

以
従
三
位
藤
原
朝
臣
旅
子
為
夫
人
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こ
の
ほ
か
、
多
治
比
真
宗
に
つ
い
て
﹃
要
記
﹄
は

延
暦
十
六
年
任
従
三
位
為
夫
人

と
す
る
が
、﹃
後
紀
﹄
の
欠
落
部
分
に
あ
た
っ
て
い
る
。
弘
仁
十
四
年
の
薨
去
に
際
し
て
は
正
二
位
が
贈
ら
れ
、
天
皇
か
ら
の
宣
命
に
﹁
夫
人
多

治
比
真
人
﹂
と
あ
る
が
、
こ
こ
も
﹃
後
紀
﹄
は
欠
落
部
分
で
、﹃
日
本
紀
略
﹄︵
以
後
﹃
紀
略
﹄
︶
に
よ
っ
て
い
る
。
藤
原
小
屎
に
つ
い
て
は
夫
人

の
称
号
も
叙
位
も
一
切
記
録
は
な
い
。
萬
多
親
王
の
母
と
伝
え
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。

３

女
御
な
る
称
は
﹃
後
紀
﹄
弘
仁
六
年
十
月
壬
戌
条
に
初
め
て
あ
ら
わ
れ
る
が
、

親
王
内
親
王
女
御
及
三
位
已
上
嫡
妻
子
。
並
聴
著
蘇
芳
色
象
牙
刀
子

と
見
え
、
特
定
の
人
物
の
称
号
と
し
て
は
、
﹃
続
日
本
後
紀
﹄
︵
以
後
﹃
続
後
紀
﹄
︶
紀
乙
魚
に
附
さ
れ
た
の
が
最
初
で
あ
る
。
﹃
後
宮
職
員
令
﹄

は
妃
・
夫
人
・
嬪
を
定
め
、
そ
れ
ぞ
れ
に
定
員
が
あ
る
。
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
に
任
ず
る
に
は
所
定
の
手
続
き
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
を

省
略
し
て
寵
幸
す
る
婦
人
を
宮
中
に
お
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
桓
武
が
行
な
っ
た
こ
と
は
既
成
事
実
と
な
り
、
そ
れ
ら
が
公
認
さ
れ
や
が
て
女
御

は
公
称
と
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
も
桓
武
の
前
例
は
平
安
時
代
踏
襲
さ
れ
て
行
く
こ
と
に
な
る
。

﹃
要
記
﹄
に
女
御
と
さ
れ
た
五
名
の
う
ち
、
紀
乙
魚
と
百
済
王
教
法
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
﹃
続
後
紀
﹄
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。
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承
和
三
年
八
月
丁
巳

正
五
位
上
紀
朝
臣
乙
魚
授
従
四
位
下
。
柏
原
天
皇
之
女
御
也
。

承
和
七
年
十
一
月
辛
丑

従
四
位
下
百
済
王
教
法
卒
。
桓
武
天
皇
之
女
御
也
。

他
の
三
名
に
つ
い
て
は
女
御
と
称
さ
れ
た
記
事
を
見
出
さ
な
い
。

橘
御
井
子
所
生
の
親
王
・
内
親
王
に
つ
い
て
は
﹃
紹
運
録
﹄
に
賀
楽
・
菅
原
・
池
上
と
三
名
の
内
親
王
の
母
と
見
え
る
。
﹃
三
代
実
録
﹄
は
池

上
内
親
王
の
母
を
橘
田
村
子
と
す
る
の
で
、
御
井
子
と
田
村
子
は
異
名
同
人
か
と
﹃
実
録
﹄
は
疑
い
を
示
し
て
い
る
。
藤
原
仲
子
、
紀
乙
魚
、

百
済
王
教
法
に
は
、
所
生
の
子
は
伝
え
ら
れ
て
お
ら
ず
、
親
王
・
内
親
王
の
系
譜
を
記
す
こ
と
を
本
分
と
す
る
﹃
紹
運
録
﹄
に
は
こ
の
三
名
の

名
は
現
わ
れ
な
い
。
﹃
要
記
﹄
と
﹃
紹
運
録
﹄
は
意
図
を
異
に
す
る
の
で
あ
る
。

次
に
、
こ
の
五
人
の
叙
位
に
つ
き
記
し
て
お
く
と
、
﹃
後
紀
﹄
延
暦
廿
三
年
七
月
己
卯
条
が
注
目
さ
れ
る
。

授
无
位
明
□
女
王
従
五
位
上
。
従
五
位
上
紀
朝
臣
内
子
。
川
上
朝
臣
真
奴
。
百
済
王
恵
信
。
藤
原
朝
臣
川
子
。
紀
朝
臣
殿
子
正
五
位
上
。

无
位
藤
原
朝
臣
上
子
。
橘
朝
臣
御
井
子
。
紀
朝
臣
乙
魚
。
坂
上
大
宿
�
春
子
従
五
位
上
。

こ
の
よ
う
に
十
人
に
対
す
る
叙
位
が
行
な
わ
れ
、
橘
御
井
子
と
紀
乙
魚
が
そ
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
。
桓
武
の
寵
幸
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
う

か
が
わ
せ
る
も
の
は
何
も
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
当
日
叙
位
さ
れ
た
も
の
の
う
ち
、
川
上
真
奴
は
坂
本
親
王
の
母
、
藤
原
川
子
は
仲
野
親
王
の
母
、

藤
原
上
子
は
滋
野
内
親
王
の
母
、
坂
上
春
子
は
¢
井
親
王
の
母
と
、﹃
紹
運
録
﹄
に
見
え
る
。
と
す
れ
ば
、
十
人
の
う
ち
六
人
が
桓
武
の
寵
幸
を

受
け
て
い
た
こ
と
に
な
る
の
で
あ
っ
て
、
他
の
四
人
も
同
じ
よ
う
な
立
場
に
あ
っ
た
と
想
像
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
無
位
か
ら
た
だ
ち
に
従
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五
位
上
に
叙
せ
ら
れ
る
と
い
う
形
は
、
延
暦
十
五
年
十
一
月
丁
酉
条
に
も
見
ら
れ
る
。

無
位
嶋
野
女
王
。
百
済
王
孝
法
。
百
済
王
恵
心
。
和
気
朝
臣
広
子
。
橘
朝
臣
常
子
。
紀
朝
臣
内
子
。
紀
朝
臣
殿
子
。
藤
原
朝
臣
川
子
。
錦

部
連
真
奴
等
授
従
五
位
上
。

錦
部
真
奴
は
川
上
真
奴
に
改
名
し
た
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
ほ
か
に
こ
こ
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
紀
内
子
、
百
済
王
恵
心
、
藤
原
川
子
、

紀
殿
子
の
計
五
名
は
、
延
暦
廿
三
年
共
に
正
五
位
上
を
授
け
ら
れ
て
い
る
。
同
じ
よ
う
な
叙
位
の
記
録
の
あ
る
人
々
が
同
じ
よ
う
な
立
場
を
桓

武
後
宮
に
占
め
て
い
た
可
能
性
は
高
い
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
こ
こ
に
見
え
る
百
済
王
孝
法
な
る
人
と
、
女
御
百
済
王
教
法
と
は
同
一
人
物
の
可

能
性
が
あ
る
だ
ろ
う
。

尚
侍
の
地
位
に
あ
っ
た
三
名
の
﹃
続
紀
﹄
に
初
め
て
見
え
る
記
述
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

天
平
勝
宝
元
年
四
月
甲
午

无
位
⋮
藤
原
朝
臣
百
能
⋮
並
従
五
位
下

宝
亀
六
年
八
月
丙
子

授
正
五
位
上
安
倍
朝
臣
子
美
奈
従
四
位
下

宝
亀
元
年
十
月
癸
丑

従
五
位
下
⋮
百
済
王
明
信
並
正
五
位
下

藤
原
百
能
は
無
位
か
ら
の
叙
位
で
あ
る
が
、
他
の
二
人
は
最
初
に
﹃
続
紀
﹄
に
見
え
る
時
、
既
に
位
を
授
け
ら
れ
て
い
た
。
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以
上
か
ら
言
え
る
の
は
こ
の
よ
う
な
事
で
あ
ろ
う
。
桓
武
の
寵
幸
を
受
け
た
者
た
ち
は
無
位
の
状
態
か
ら
た
だ
ち
に
叙
位
さ
れ
て
い
る
。
夫

人
の
称
号
を
持
つ
こ
と
に
な
る
者
は
三
位
、
そ
の
他
は
従
五
位
上
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
無
位
か
ら
た
だ
ち
に
叙
位
さ
れ
た
者
す
べ
て
が
寵
幸

を
受
け
て
い
た
と
は
証
明
で
き
な
い
。
一
方
後
に
女
御
と
称
さ
れ
た
人
々
と
同
様
に
位
を
授
け
ら
れ
て
い
る
者
た
ち
は
、
桓
武
の
寵
幸
を
受
け

て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

４

﹃
紹
運
録
﹄
の
桓
武
の
条
は
三
十
五
人
の
親
王
・
内
親
王
を
記
載
し
、
そ
の
母
二
十
一
人
の
名
を
伝
え
て
い
る
。
寵
幸
を
受
け
た
者
が
妊
娠
す

る
と
は
限
ら
ず
、
さ
ら
に
出
産
し
、
新
生
児
が
無
事
に
育
つ
と
は
限
ら
な
い
。
﹃
紹
運
録
﹄
に
記
入
さ
れ
な
か
っ
た
者
た
ち
も
多
か
っ
た
で
あ
ろ

う
し
、
子
供
は
な
く
と
も
後
に
女
御
と
呼
称
さ
れ
た
者
も
あ
っ
た
の
だ
。

﹃
実
録
﹄
は
桓
武
の
皇
妃
た
ち
に
つ
き
史
料
を
整
理
し
て
示
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
参
考
に
し
、
時
間
的
な
順
序
だ
て
を
し
て
み
よ
う
。
古

人
は
名
前
の
用
字
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
異
同
が
多
い
が
、
こ
こ
で
は
﹃
紹
運
録
﹄
に
従
っ
て
お
く
。

ま
ず
即
位
以
前
、
桓
武
が
納
れ
た
の
は
次
の
四
名
と
思
わ
れ
る
。
名
を
挙
げ
、
根
拠
を
記
し
て
お
く
。

皇
后
藤
原
乙
牟
漏

宝
亀
五
年
平
城
天
皇
を
生
む
。

妃
酒
人
内
親
王

宝
亀
十
年
、
朝
原
内
親
王
を
生
む
。
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﹃
紀
略
﹄
に
弘
仁
八
年
朝
原
内
親
王
薨
、
と
あ
り
年
卅
九
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
逆
算
。

坂
上
又
子

﹃
続
紀
﹄
延
暦
九
年
七
月
乙
酉
条

天
皇
之
在
儲
宮
也
。
以
選
入
。
生
高
津
内
親
王

多
治
比
豊
継

﹃
紹
運
録
﹄
長
岡
岡
成
条

天
皇
春
宮
時
誕
生
。
⋮
母
女
孺
多
治
比
豊
継

こ
の
時
期
、
四
人
の
妻
、
四
人
の
子
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
は
藤
原
式
家
の
強
い
圧
力
が
見
て
と
れ
よ
う
。
良
継
女
の
乙
牟
漏
所

生
の
安
殿
親
王
の
皇
位
継
承
権
を
絶
対
に
譲
ら
な
い
意
志
を
貫
徹
し
、
他
の
女
子
を
後
宮
に
近
づ
け
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
光
仁
・
桓

武
の
聖
武
の
血
筋
と
結
び
つ
き
を
求
め
る
願
望
は
さ
す
が
に
拒
否
で
き
ず
、
酒
人
内
親
王
の
事
は
黙
認
し
た
と
思
わ
れ
る
。
坂
上
又
子
、
多
治

比
豊
継
は
式
家
と
の
力
の
差
は
あ
ま
り
に
大
き
く
、
仮
に
男
子
の
誕
生
を
見
て
も
皇
位
継
承
権
を
持
ち
え
な
い
の
で
許
容
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

豊
継
の
子
は
皇
族
と
な
ら
ず
、
長
岡
朝
臣
の
姓
を
受
け
て
い
る
。

こ
の
時
期
の
情
況
は
文
武
天
皇
と
宮
子
、
聖
武
天
皇
と
光
明
子
と
い
う
よ
う
に
、
藤
原
氏
の
皇
妃
に
よ
る
後
宮
支
配
の
貫
徹
し
て
い
る
前
代

に
類
似
し
て
い
る
。
皇
位
継
承
者
が
一
人
し
か
い
な
い
と
い
う
点
、
安
殿
は
そ
の
先
蹤
と
同
じ
立
場
に
お
か
れ
て
い
る
。
天
応
元
年
の
即
位
の

時
、
桓
武
は
す
で
に
四
十
五
歳
で
、
当
時
と
し
て
は
老
境
に
入
っ
て
い
る
。
文
武
は
二
十
五
歳
で
崩
じ
、
聖
武
は
五
十
六
歳
で
崩
ず
る
が
、
四

十
代
中
頃
に
皇
子
を
も
う
け
る
体
力
が
あ
っ
た
よ
う
に
は
見
え
な
い
。
こ
の
よ
う
な
先
例
か
ら
見
て
、
以
後
の
男
児
誕
生
は
不
確
実
で
桓
武
の
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皇
統
は
安
泰
と
は
言
い
が
た
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

宝
亀
五
年
、
乙
牟
漏
が
安
殿
を
生
ん
だ
後
、
式
家
の
要
人
が
次
々
に
世
を
去
る
。
宝
亀
八
年
良
継
が
、
宝
亀
十
年
百
川
が
、
延
暦
二
年
に
田

麻
呂
が
薨
去
し
て
、
延
暦
四
年
に
は
次
の
世
代
の
種
継
も
暗
殺
さ
れ
て
し
ま
う
。
乙
牟
漏
が
次
の
出
産
を
見
な
い
う
ち
に
、
延
暦
二
年
二
月
壬

子
、
乙
牟
漏
に
正
三
位
、
南
家
藤
原
是
公
女
吉
子
に
従
三
位
が
授
け
ら
れ
、
同
月
甲
寅
、
両
者
は
共
に
夫
人
と
さ
れ
る
。
位
に
お
い
て
乙
牟
漏

と
吉
子
に
は
差
が
つ
け
ら
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
は
皇
后
と
夫
人
の
ま
ま
と
い
う
明
確
な
序
列
が
あ
る
が
、
現
任
の
右
大
臣
の
女
と
い
う
立
場
か

ら
、
両
者
は
対
等
に
近
い
位
置
付
け
と
な
ろ
う
。
さ
ら
に
百
川
女
旅
子
は
、
延
暦
七
年
五
月
辛
亥
の
薨
伝
に
よ
れ
ば
、

延
暦
初
納
於
後
宮

と
あ
り
、
同
じ
こ
ろ
に
入
内
し
て
い
る
。
即
位
と
と
も
に
、
乙
牟
漏
と
競
い
得
る
有
力
な
二
人
が
、
後
宮
に
あ
ら
わ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ

は
聖
武
後
宮
の
二
人
の
夫
人
を
前
例
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
す
な
わ
ち
天
平
二
十
年
六
月
壬
寅
に
薨
じ
た
武
智
麻
呂
女
、
天
平
宝
字
四
年

四
月
辛
卯
に
薨
じ
た
房
前
女
が
あ
る
。
光
明
子
に
男
子
が
な
く
、
皇
位
継
承
の
可
能
性
の
あ
る
皇
子
誕
生
を
期
待
し
て
の
入
内
で
あ
っ
た
ろ
う

が
、
二
人
と
も
出
産
を
と
げ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
桓
武
朝
で
は
、
旅
子
か
ら
は
大
伴
、
吉
子
か
ら
は
伊
予
と
、
二
人
の
有
力
な

親
王
が
生
れ
る
。
大
伴
は
淳
和
天
皇
と
な
り
、
伊
予
は
有
力
な
る
が
ゆ
え
に
母
子
と
も
に
命
を
失
う
こ
と
と
な
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
桓
武
は

こ
の
二
人
に
よ
り
新
た
に
有
力
な
皇
位
継
承
候
補
者
を
得
て
、
自
ら
の
皇
統
を
確
立
し
、
現
代
に
ま
で
続
く
皇
室
の
祖
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
こ
れ
以
後
、
親
王
は
続
々
誕
生
す
る
。
﹃
紹
運
録
﹄
は
全
部
で
三
十
五
人
の
親
王
・
内
親
王
、
そ
の
他
姓
を
賜
わ
っ
た
者
を
記
す
。

即
位
前
に
誕
生
し
た
の
は
安
殿
他
三
名
の
計
四
名
で
あ
り
、
延
暦
以
後
に
三
十
一
人
生
れ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
生
母
も
二
十
一
人
が
記
さ
れ

る
が
、
即
位
前
に
は
四
名
が
知
ら
れ
る
の
み
で
あ
っ
た
の
で
、
延
暦
以
後
十
七
名
が
後
宮
に
加
わ
っ
た
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
四
十
五
歳
と

い
う
当
時
に
お
い
て
は
老
人
と
言
っ
て
よ
い
人
が
、
そ
れ
以
後
こ
の
よ
う
な
精
力
を
発
揮
し
て
い
る
の
は
ま
こ
と
に
驚
く
べ
き
こ
と
と
言
わ
な
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け
れ
ば
な
ら
な
い
。
最
後
の
駿
河
内
親
王
は
延
暦
二
十
年
の
生
れ
で
あ
る
が
、
こ
の
時
桓
武
は
六
十
五
歳
で
あ
る
。

５

こ
の
異
様
な
ま
で
の
豊
饒
さ
は
、
桓
武
そ
の
人
の
好
色
に
起
因
す
る
の
は
も
と
よ
り
で
あ
る
が
、
は
た
し
て
そ
れ
だ
け
を
原
因
と
し
て
よ
い

だ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
、
こ
の
生
母
た
ち
の
出
身
を
調
べ
て
み
る
と
、
藤
原
氏
八
人
、
百
済
王
氏
、
多
治
比
氏
と
橘
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
二
名
、
紀
、

川
上
、
中
臣
、
百
済
氏
、
皇
族
が
そ
れ
ぞ
れ
一
名
と
な
る
。
藤
原
氏
以
外
の
母
か
ら
生
れ
た
親
王
は
皇
位
継
承
の
可
能
性
は
薄
い
で
あ
ろ
う
。

皇
后
、
夫
人
が
そ
ろ
っ
て
い
る
上
に
藤
原
氏
が
圧
倒
的
に
多
い
の
は
や
は
り
目
を
ひ
か
れ
る
。
藤
原
氏
出
身
の
妃
た
ち
を
さ
ら
に
子
細
に
眺
め

て
見
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

式
家
出
身

乙
牟
漏

贈
太
政
大
臣
良
継
女

旅
子

贈
太
政
大
臣
百
川
女

東
子

中
納
言
種
継
女

南
家
出
身

吉
子

右
大
臣
是
公
女

南
子

中
納
言
乙
叡
女
、
右
大
臣
継
縄
孫

北
家
出
身

小
屎

鷲
取
女
、
左
大
臣
魚
名
孫

上
子

大
納
言
小
黒
麻
呂
女
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京
家
出
身

河
子

大
継
女
、
参
議
浜
成
孫

こ
の
ほ
か
に
﹃
要
記
﹄
は
女
御
と
し
て
藤
原
仲
子
を
あ
げ
る
が
、﹁
参
議
家
依
女
﹂
と
す
る
の
で
、
左
大
臣
永
手
の
孫
に
あ
た
る
。
北
家
の
有
力

な
一
系
の
生
れ
で
あ
る
。

以
上
を
通
覧
す
る
と
、
藤
原
四
家
の
有
力
な
高
官
た
ち
の
娘
が
網
羅
さ
れ
て
い
る
の
に
驚
く
の
で
あ
る
。
式
家
の
乙
牟
漏
、
旅
子
に
対
し
、

南
家
か
ら
は
右
大
臣
是
公
の
娘
、
右
大
臣
継
縄
の
孫
、
北
家
か
ら
は
左
大
臣
魚
名
の
孫
、
左
大
臣
永
手
の
孫
、
京
家
か
ら
は
参
議
浜
成
の
孫
と

い
う
具
合
で
あ
る
。

延
暦
五
年
に
神
野
、
大
伴
、
葛
原
の
三
名
が
生
れ
、
そ
れ
以
前
に
安
殿
、
伊
予
の
二
名
が
生
れ
て
い
る
。
乙
牟
漏
、
旅
子
、
吉
子
の
他
の
藤

原
氏
出
身
の
女
た
ち
は
、
そ
れ
以
後
の
入
内
と
考
え
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
皇
位
継
承
者
は
す
で
に
生
れ
て
お
り
、
入
内
す
る
こ
と
に
よ
る

利
益
は
あ
ま
り
期
待
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
と
す
る
と
桓
武
側
か
ら
の
要
請
に
よ
る
入
内
と
考
え
ら
れ
る
が
、
皇
位
に
あ
る
も
の
か
ら
の
要
求

は
拒
否
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
結
果
と
し
て
多
数
の
親
王
た
ち
の
誕
生
を
見
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
即
位
前
と
即
位
後
で
は

後
宮
の
景
色
が
一
変
し
て
い
る
こ
と
に
気
付
く
の
で
あ
る
。
太
子
に
定
め
ら
れ
た
安
殿
が
た
だ
一
人
の
親
王
で
あ
っ
た
時
、
母
乙
牟
漏
と
外
戚

と
し
て
の
式
家
は
絶
大
の
力
を
持
つ
こ
と
に
な
ろ
う
。
宮
子
、
光
明
子
を
唯
一
の
妃
と
し
て
他
氏
の
夫
人
た
ち
を
排
除
し
た
不
比
等
、
並
び
に

後
継
者
と
し
て
の
藤
氏
一
門
の
地
位
を
、
式
家
の
良
継
と
遺
さ
れ
た
一
門
は
再
現
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

即
位
後
、
良
継
に
対
抗
し
得
る
地
位
を
占
め
る
、
是
公
、
百
川
ら
の
女
か
ら
親
王
の
誕
生
を
見
る
と
、
外
戚
の
権
力
は
減
殺
さ
れ
、
さ
ら
に

多
数
の
藤
氏
の
妃
た
ち
が
親
王
を
出
産
す
る
と
、
藤
原
氏
各
家
は
そ
れ
ぞ
れ
あ
る
程
度
の
皇
位
継
承
の
可
能
性
を
得
た
の
で
あ
っ
て
、
彼
ら
の

政
治
力
は
分
散
し
、
糾
合
す
る
の
は
困
難
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
桓
武
の
ね
ら
い
は
、
ま
さ
し
く
そ
こ
に
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
た
め
に
体
力
の

か
ぎ
り
つ
と
め
た
の
で
あ
ろ
う
。
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ま
た
小
屎
の
祖
父
魚
名
は
、
左
大
臣
在
任
中
の
天
応
二
年
失
脚
し
、
翌
延
暦
二
年
薨
去
し
て
い
る
。
河
子
の
祖
父
浜
成
は
、
こ
れ
も
天
応
元

年
参
議
で
あ
っ
た
の
が
失
脚
し
、
延
暦
九
年
薨
去
し
て
い
る
。
小
屎
は
延
暦
七
年
萬
多
親
王
を
生
み
、
河
子
は
延
暦
十
一
年
仲
野
親
王
を
生
ん

で
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
祖
父
の
名
誉
回
復
の
よ
う
な
影
響
を
も
た
ら
し
た
で
あ
ろ
う
。

次
に
、
女
嬬
百
済
永
継
は
藤
原
内
麻
呂
の
妻
と
し
て
真
夏
、
冬
嗣
を
生
ん
で
い
た
が
、
桓
武
の
寵
を
受
け
、
良
峯
安
世
を
生
ん
で
い
る
。
百

済
王
明
信
は
藤
原
継
縄
の
妻
と
し
て
乙
叡
を
生
ん
で
い
る
。
乙
叡
は
﹃
公
卿
補
任
﹄
延
暦
十
三
年
の
条
に
三
十
四
歳
と
あ
る
か
ら
、
天
平
宝
字

五
年
生
れ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
桓
武
が
明
信
を
寵
幸
し
た
こ
と
は
﹃
後
紀
﹄
大
同
三
年
六
月
甲
寅
の
乙
叡
薨
伝
に
明
記
さ
れ
て
い
る
。

母
尚
侍
百
済
王
明
信
被
帝
寵
渥

そ
れ
が
乙
叡
誕
生
以
前
か
、
継
縄
薨
去
の
延
暦
十
五
年
以
後
の
こ
と
か
、
そ
れ
と
も
継
縄
存
命
中
の
こ
と
か
は
つ
き
と
め
よ
う
が
な
い
。
し
か

し
、
内
麻
呂
、
継
縄
と
も
に
右
大
臣
を
勤
め
、
こ
う
し
た
関
係
は
不
思
議
な
こ
と
で
は
あ
る
が
君
臣
の
和
合
に
役
立
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

明
信
に
つ
い
て
言
え
ば
、
乙
叡
女
の
南
子
が
伊
豆
内
親
王
を
生
ん
で
い
る
の
で
、
桓
武
は
祖
母
と
孫
娘
を
と
も
に
寵
愛
し
た
こ
と
に
な
る
。

６

桓
武
の
後
宮
を
あ
ら
あ
ら
通
覧
し
た
の
で
、
そ
こ
か
ら
読
み
と
れ
る
こ
と
を
考
え
て
み
た
い
。

そ
の
驚
く
べ
き
精
力
に
よ
っ
て
、
三
十
五
名
の
子
女
を
得
た
こ
と
、
皇
妃
の
数
が
﹃
紹
運
録
﹄
に
見
え
る
二
十
一
人
以
上
で
あ
る
こ
と
、
お

そ
ら
く
出
産
に
漕
ぎ
着
け
ら
れ
な
か
っ
た
多
く
の
女
た
ち
が
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
と
思
う
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
﹃
紹
運
録
﹄

に
よ
る
と
平
城
天
皇
が
第
一
子
と
し
て
宝
亀
五
年
に
誕
生
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
前
、
桓
武
に
は
妻
子
の
い
た
形
跡
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が
な
い
。
﹃
続
紀
﹄
に
よ
れ
ば
山
部
王
は
天
平
宝
字
八
年
十
月
、
従
五
位
下
を
授
け
ら
れ
、
天
平
神
護
二
年
十
一
月
、
従
五
位
上
を
授
け
ら
れ
て

い
る
。
年
齢
は
二
十
八
歳
か
ら
三
十
歳
で
あ
る
。
宝
亀
四
年
立
太
子
の
時
点
で
三
十
七
歳
で
あ
る
。
六
十
歳
を
過
ぎ
て
な
お
子
供
を
儲
け
る
体

力
を
維
持
し
て
い
る
人
物
は
、
二
十
代
、
三
十
代
に
お
い
て
も
っ
と
旺
盛
な
生
殖
能
力
を
有
し
発
揮
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
貴
族

と
し
て
の
位
階
を
持
ち
、
位
禄
を
給
せ
ら
れ
る
立
場
を
確
保
し
て
い
な
が
ら
妻
子
の
影
も
な
い
と
い
う
の
は
極
め
て
不
自
然
で
あ
る
。

こ
の
点
に
触
れ
る
史
料
は
一
切
存
在
し
な
い
の
で
想
像
を
め
ぐ
ら
す
し
か
な
い
の
で
あ
る
が
、
諸
王
の
立
場
で
の
貴
族
か
ら
皇
位
継
承
者
へ

の
飛
躍
が
そ
の
原
因
で
は
な
い
の
か
。
す
な
わ
ち
、
山
部
皇
子
の
立
太
子
に
は
光
仁
の
即
位
、
他
戸
王
の
廃
立
と
い
う
二
件
が
前
提
と
し
て
あ

り
、
事
変
を
主
導
し
た
の
が
式
家
藤
原
氏
で
あ
っ
た
。
山
部
皇
子
を
立
て
る
取
り
引
き
条
件
と
し
て
、
乙
牟
漏
の
入
内
と
所
生
の
皇
子
へ
の
皇

位
継
承
の
保
証
は
絶
対
に
譲
れ
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う
。
そ
こ
で
、
そ
れ
以
前
に
出
生
し
て
い
た
諸
子
は
系
図
か
ら
完
全
に
抹
殺
さ
れ
た
の

で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
、
桓
武
は
三
十
八
歳
に
し
て
初
め
て
父
と
な
っ
た
こ
と
に
さ
れ
た
。

以
上
は
想
像
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
が
、
立
太
子
か
ら
即
位
ま
で
の
期
間
、
式
家
出
身
の
乙
牟
漏
の
他
、
酒
人
内
親
王
、
坂
上
又
子
、
多
治

比
豊
継
の
四
人
の
み
が
後
宮
に
あ
り
、
酒
人
が
朝
原
内
親
王
を
生
み
、
他
の
二
名
は
所
生
の
皇
子
が
あ
っ
た
と
し
て
も
皇
位
継
承
の
可
能
性
が

な
い
の
は
ま
ぎ
れ
も
な
い
事
実
で
あ
る
。
式
家
の
圧
力
に
よ
っ
て
、
乙
牟
漏
に
対
抗
し
う
る
女
た
ち
の
入
内
は
阻
止
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
経
緯
か
ら
桓
武
の
心
中
に
は
式
家
に
対
し
、
一
つ
は
皇
位
継
承
の
際
の
恩
義
へ
の
感
謝
、
も
う
一
つ
は
外
戚
と
し
て
の
権
力
構
築

へ
の
執
念
に
対
す
る
反
撥
、
こ
の
二
つ
が
生
じ
た
の
で
は
な
い
か
。
即
位
の
時
、
安
殿
親
王
一
人
が
後
継
者
で
あ
り
、
自
身
は
当
時
と
し
て
は

老
齢
と
言
っ
て
よ
い
四
十
五
歳
で
あ
っ
た
。
文
武
・
聖
武
と
似
た
境
遇
に
お
か
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

即
位
後
、
南
家
か
ら
吉
子
、
式
家
か
ら
旅
子
を
納
れ
、
男
子
に
も
め
ぐ
ま
れ
、
後
継
の
心
配
が
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、

乙
牟
漏
の
実
家
に
よ
る
強
力
な
外
戚
の
出
現
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
た
。
父
の
良
継
は
薨
去
し
て
い
た
が
、
乙
牟
漏
の
兄
弟
が
外
戚
と
し
て
勢
力

を
伸
ば
す
可
能
性
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
後
世
の
摂
関
家
で
言
え
ば
、
忠
平
、
頼
通
が
、
自
分
の
娘
が
国
母
で
な
く
と
も
実
権
を
掌
握
し
て
い

た
例
が
あ
る
。
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式
家
の
恩
義
に
酬
い
る
た
め
に
、
良
継
、
百
川
の
兄
弟
が
死
亡
し
た
後
、
さ
ら
に
弟
の
田
麻
呂
を
立
て
、
ま
た
そ
の
死
後
種
継
を
立
て
、
種

継
暗
殺
後
は
し
ば
ら
く
人
を
得
な
か
っ
た
が
、
や
が
て
百
川
息
、
緒
嗣
を
引
き
立
て
た
。
し
か
し
強
力
な
外
戚
と
な
る
こ
と
は
決
し
て
容
認
せ

ず
、
式
家
か
ら
は
良
継
女
乙
牟
漏
、
百
川
女
旅
子
、
種
継
女
東
子
の
三
人
を
納
れ
て
そ
れ
ぞ
れ
に
親
王
の
誕
生
を
見
て
い
る
。
こ
う
す
れ
ば
、

式
家
も
一
つ
の
外
戚
と
し
て
ま
と
ま
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

の
み
な
ら
ず
、
皇
室
内
部
の
婚
姻
に
よ
っ
て
後
継
者
を
得
よ
う
と
考
え
た
ふ
し
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
自
身
は
異
母
妹
酒
人
内
親
王
を
納
れ

た
が
男
子
誕
生
を
見
な
か
っ
た
。
も
し
男
子
の
誕
生
が
あ
っ
た
と
し
て
、
そ
の
た
ど
る
運
命
は
他
戸
王
の
よ
う
な
人
生
で
あ
っ
た
の
か
、
欽
明

天
皇
の
よ
う
な
人
生
で
あ
っ
た
の
か
、
想
像
し
て
も
詮
な
き
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
平
城
天
皇
に
朝
原
内
親
王
、
大
宅
内
親
王
︵
﹃
要
記
﹄
に

よ
る
︶
を
、
嵯
峨
天
皇
に
高
津
内
親
王
を
、
淳
和
天
皇
に
高
志
内
親
王
を
配
し
て
い
る
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
日
時
は
明
瞭
で
な
い
が
、
桓
武
の

意
志
が
働
い
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
古
く
継
体
・
安
閑
朝
が
仁
賢
・
顕
宗
系
の
皇
女
を
求
め
、
欽
明
以
後
皇
室
内
部
の
婚
姻
が
盛
ん
に
行
な
わ

れ
た
の
が
連
想
さ
れ
る
。
し
か
し
、
平
城
・
嵯
峨
・
淳
和
三
帝
は
い
ず
れ
も
勅
撰
詩
集
の
作
者
で
あ
り
、
中
華
文
明
を
愛
好
す
る
帝
た
ち
は
異

母
妹
を
娶
る
こ
と
に
違
和
感
を
も
っ
た
の
か
、
い
ず
れ
も
子
女
の
誕
生
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

桓
武
と
安
殿
の
不
和
に
つ
い
て
は
、
藤
原
薬
子
と
そ
の
娘
を
寵
愛
し
た
こ
と
を
と
が
め
た
の
が
原
因
と
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
よ
う
だ
が
、
桓

武
自
身
百
済
王
明
信
と
孫
の
南
子
を
寵
幸
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
疑
問
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
式
家
出
身
の
母
子
を
偏
愛
す
る
こ
と
が
、
強
力

な
外
戚
を
出
現
さ
せ
る
原
因
と
な
る
の
を
恐
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
嵯
峨
・
淳
和
の
二
代
が
藤
氏
出
身
の
皇
后
を
立
て
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
、

桓
武
の
遺
志
の
実
現
を
見
た
い
。

７

天
武
系
の
文
武
・
聖
武
は
、
い
ず
れ
も
旺
盛
な
精
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が
な
く
、
光
仁
は
老
人
で
あ
っ
た
。
桓
武
は
初
老
の
年
齢
で
即
位
し

─ 15 ─



た
が
、
多
数
の
子
女
に
恵
ま
れ
た
。
彼
が
日
常
の
生
活
を
ど
の
殿
舍
で
ど
の
よ
う
に
営
ん
だ
か
は
全
く
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
天
皇

の
一
日
は
衆
人
環
視
の
中
に
過
ぎ
て
い
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
疑
い
な
い
。
後
の
時
代
、
村
上
天
皇
と
藤
原
登
子
と
の
こ
と
が
﹃
栄
花
物
語
﹄

﹁
月
の
宴
﹂
に
、
一
条
天
皇
と
中
宮
定
子
の
こ
と
が
﹃
枕
草
子
﹄
一
〇
四
段
に
そ
れ
ぞ
れ
描
写
さ
れ
て
い
る
。
桓
武
天
皇
の
生
活
も
、
女
官
、

廷
臣
の
面
前
で
展
開
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
当
然
そ
の
ふ
る
ま
い
は
貴
族
た
ち
に
知
れ
渡
り
、
彼
ら
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
っ
た
こ
と
で
あ

ろ
う
。
平
安
文
学
の
基
調
を
な
す
色
好
み
尊
重
の
風
潮
は
、
桓
武
そ
の
人
に
由
来
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
始
発
に
位
置
す
る
﹃
伊
勢
物
語
﹄

に
は
、
桓
武
の
子
女
賀
陽
親
王
︵
四
十
三
段
︶
淳
和
天
皇
︵
六
十
五
段
︶
伊
豆
内
親
王
︵
八
十
四
段
︶
が
登
場
す
る
。
第
一
段
に
見
え
る
﹁
い

ち
は
や
き
み
や
び
﹂
を
﹃
岩
波
古
語
辞
典
﹄
の
よ
う
に
﹁
す
ば
や
い
﹂
と
と
る
と
す
れ
ば
、﹃
後
宮
職
員
令
﹄
に
定
め
る
妃
、
夫
人
、
嬪
と
は
別

に
、
多
く
の
女
た
ち
を
寵
幸
す
る
行
動
は
ま
さ
に
そ
れ
で
あ
ろ
う
。
令
に
定
め
る
諸
手
続
を
省
略
し
、
後
に
女
御
と
称
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る

地
位
を
創
始
し
、
女
儒
と
呼
ば
れ
る
低
い
身
分
の
者
に
も
子
女
を
生
ま
せ
て
い
る
。
身
近
に
仕
え
る
人
々
に
は
単
な
る
好
色
の
老
人
に
見
え
た

か
も
し
れ
な
い
が
、
千
年
後
の
目
か
ら
は
、
そ
の
行
動
に
秘
め
た
政
治
的
意
図
も
見
え
て
く
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
皇
位
継
承
の
安
定
と
、
強

力
な
外
戚
の
発
生
に
対
す
る
予
防
で
あ
る
。
そ
の
た
め
の
多
産
で
あ
っ
た
が
、﹃
伊
勢
物
語
﹄
で
は
沢
山
の
男
女
の
出
会
い
が
あ
っ
て
も
、
結
果

と
し
て
出
産
に
至
る
こ
と
が
な
い
。
さ
ら
に
﹃
源
氏
物
語
﹄
に
し
て
も
、
主
人
公
た
ち
、
源
氏
、
薫
、
匂
宮
は
多
産
の
人
で
は
な
い
よ
う
で
あ

る
。
桓
武
の
後
宮
は
み
や
び
の
場
で
あ
る
よ
り
は
、
政
治
の
場
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

︵
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